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展望

コーポレートメンバーの役割

太陽工業(株) 桝尾孝之

私と IGSとの係わりは 1985年に入社した時からはじまりました。 IGSは1982年にラスベガス

でジオテキスタイルの国際会議が開催され. 1983年にパリで行われた会議で IGS本部の基礎が築

かれたと聞きます。自分の職業人生の中で長いお付き合いをさせていただいている学会であります。

現在.IGS日本支部コーポレートメンバー委員会の委員長を拝命しておりますが，浅学非才者であ

りますゆえ，皆様からのお知恵とご助言をいただきながら進めさせていただいております。今回，

本誌「展望」に原稿執筆することを拝承しました折，何を題材にしょうか?といささか迷いました

が.IGS日本支部のコーポレートメンバーのあるべき姿など最近の思いをまとめさせて頂くことに

したいと思います。

日本支部のコーポレートメンバーは，ジオシンセティックスメーカーだけでなく，ゼネコン，コ

ンサルと幅広い分野の企業で構成されています。本稿の題目を「コーポレートメンバーの役割」と

致しましたが，私自身がメーカーに籍をおいておりますのでコーポレートメンバーの中でもジオシ

ンセティックスメーカーの立場，あわせて我々メーカーへの思いを軸に執筆させて頂く失礼をお許

しください。
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強土の設計・施工」のマニュアル化が旧建設省のご指導のもとで順調に進み，技術開発や材料開発

が鋭意行われました。

『ジオテキスタイルやジオメンブレンを鉄やコンクリートに並ぶ新しい土木材料に!~という意

識と意欲が我々民間企業(材料メーカー)にあり，さらに進んだ技術的な論拠付け，試験方法の統一，

基準類の整備などジオシンセティックスに係わる研究を各方面の先生方や官庁のご担当，使用して

いただくゼネコンのご担当者のお力をお借りして進めていき使用実績を積んでまいりました。まさ

にこの時代は 2006年3月号の本誌「展望」で三木支部長が執筆されている 1GSの草創期から発

展期にあたります。

そのような中で 1GS日本支部は活発に活動し， 1984年には早くもコーポレートメンバーが本部

登録されます。その後， 2007年までに 24社が登録している状況となりました。日本支部のコーポ

レートメンバーは， 1GS設立当初からジオシンセティックスへの思いをはせた材料メーカーが大勢

を占めており 1GSを支える原動力となっております。表-2に国別のコーポレートメンバーの登録

数を示します。日本支部は 1GSのコーポレートメンバーの登録数から見ると 1GSメンバーの主要

国の運営の中心となるべき登録数であることがわかります。
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日本支部ではこれまで学会本部組織の運営には各方面の先生方や官庁のジオシンセティックス研

究者の方々を推挙し中立，公平な立場で運営に携わっていただき，本部理事会への参両はもとより

1GS会長の要職についていただくなど，たいへん大きな成果を納めて頂いております。

日本支部コーポレートメンバーは，学会本部組織の運営に携わっていただいている日本支部選出

の先生方に存分にご活躍していただけるような環境を作ることなど 後方からにはなりますが積極

的に支援することが重要な役割の一つであると考えなければなりません。

海外のコーポレートメンバーはジオシンセティックス技術の向上と世界的なビジネスチャンス活

用の結果、企業収益力を向 kさせるための手段として1GSの活動に参加するというスタンスがわが

国より日立ちます。あくまでも個人的な見解ですが海外のコーポレートメンバーは 1GSの運常とビ

ジネスモデルが等価になるような傾向があるのかも知れません。

このような背景のもと龍岡会長ならびに理事会のメンバーの先生方におかれましては学会運営の

舵取りに，たいへんなご苦労をお掛けしているのではないか?と存じます。

私は1GS日本支部「ジオシンセティックス試験法委員会」や地盤工学会1SO TC221委員会

活動に，各委員会における成果内容を日本支部のコーポレートメンバーへ水平展開する目的で出席

させていただいております。あわせて I1SO試験法の基準化」について浅学な知見で恐縮ですがコ

メントする機会を頂いております。この委員会から感じる経験では，ジオシンセティックス分野に

おいて海外企業が持つビジネスリーダーシップを得るための動きは日本の感覚では図れない部分が

あると感じています。試験方法が素材や材料の性能評価に直結するため，素材・材料(製品)の性
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